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トラブルに巻き込まれないための
医事法の知識

福永篤志（著） 
稲葉一人（法律監修）

書 評

北大大学院教授・脳神経外科学／北大病院長

宝金清博

医師の視点から，実例に沿って 
法律を解説した稀有な一冊
　メディアを見ると，医療と法の絡んだ問題が目
に入らない日はないと言っても過言ではない．当
然である．私たちの行う医療は，「法」によって
規定されている．本来，私たち医師は必須学習事
項として「法」を学ぶべきである．しかし，医学
部での系統的な教育を全く受けないまま，real 
world に放り出されるのが現実である．多くの医
師が，実際に医療現場に出て，突然，深刻な問題
に遭遇し，ぼうぜんとするのが現状である．その
意味で，全ての医師の方に，本書を推薦したい．
このような本は，日本にはこの一冊しかないと確
信する．
　先日，若い裁判官の勉強会で講演と情報交換を
させてもらった．その際，医療と裁判の世界の違
いをあらためて痛感させられた．教育課程におけ
る履修科目も全く異なる．生物学，数学は言うま
でもなく，統計学や文学も若い法律家には必須科
目ではないのである．統計学の知識は，今日の裁
判で必須ではないかという確信があった私には
少々ショックであった．その席で，いわゆるエビ
デンスとかビッグデータを用いた，コンピュー
ターによる診断精度が医師の診断を上回る時代に
なりつつあることが話題になった．同様に，スー
パーコンピューターなどの力を借りて，数理学
的，統計学的手法を導入し，自然科学的な判断論
理を，法の裁きの場に持ち込むことはできないか
と若い法律家に聞いたが，ほぼ全員が無理だと答
えた．法律は「文言主義」ではあるが，一例一例
が複雑系のようなもので，判例を数理的に処理さ
れたデータベースはおそらく何の役にも立たない
というのが彼らの一致した意見であった．法律の

世界での論理性と医療の世界での論理性は，どち
らが正しいという以前に，出自の異なる論理体系
を持っているのではないかと思うときがある．医
師と法律家の間には，細部の違いではなく，乗り
越えられない深い次元の違う溝が存在するのでは
というある種の絶望感が残った．
　この若い裁判官たちとのコンタクトの後，偶
然，幸運なことに本書に接する機会を得た．医師
の論理の視点から，法律の論理を学ぶものとし
て，本書は，極めて価値が高く，稀有なものであ
る．筆者の福永氏は，医師であり，法学を専攻さ
れた専門家であり，両方のロジックに精通するま
れな専門家である．本書は，医師が，法律家の論
理を理解するために，実にわかりやすく，丁寧
に，しかも，実例に沿って書かれた力作である．
本書に匹敵する成書を私は知らない．
　その一方で，こうした優れた本が「稀有」なも
のであり，医学教育において「法学」が極端に欠
如していることは，私たち，医師に警鐘を鳴らす
ものである．本書は「法」に興味のある医師に読
まれるだけでなく，医学教育における法学の重要
性を指摘するものとして，医学教育に関わる関係
者にも読まれるべきものである．そして，できる
ことであれば，先日，語り合った若い裁判官の
方々にも読んでもらいたいと願う．
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